
 

本 日 第２２３７回 ２０１７年３月２４日（金）  No.２１２２ 

前  回 第２２３６回 ２０１７年３月１７日（金）  記 録 

〇斉唱：「四つのテスト」 

出席者：会員 21 名中 16 名出席 出席率 76.19％ 

前々回補正出席率 3 月 3 日分 100.00％ 

皆さんこんにちは。今日は

第 2236 回の例会です。この

1 週間クラブ会長として各

特殊団体への挨拶出席が大

変多く重なりましたので、

今日は報告をさせていただ

いて会長挨拶に代えさせていただきます。まず本日

旭野高校の校長先生がお見えになりまして、ラグビ

ー部の全国選抜大会出場に際して寄付の協力の依

頼を受けました。県下 3 番目の実力を認められて推

薦枠での出場がかないました。全国３２校の出場で

３月３１日より８のブロックに分かれてリーグ戦

だそうですので最低３試合は戦えますから、多いに

実力を発揮して暴れまわってほしいと思います。１

２日の日曜日には西中学校のグランドにてロータ

リー旗争奪尾張旭ソフトボール大会が開幕され開

会式にゲストで出席いたしました。３０年以上の歴

史を持つ大会で私たちの先輩が優勝旗を寄贈して

くださった縁を長く絶えることなく維持してきて

くださったことにまず感謝いたします。これを機に

結びつきを強めていきたいと思います。大変実力の

高いチーム同士の対戦が多くレベルの高さを痛感

いたしました。その他尾張旭市地域安全推進協議会、

尾張旭祭実行委員会、尾張旭市共同募金委員会、尾

張旭森林マラソン大会実行委員会に出席してきま

した。守山警察署のお話では、この１年の交通事故

犯罪件数ともに、全体では少し減少傾向にあること

が認められるがまだまだ注意を十分に払って対処

してほしいとのことでした。以上報告いたします。 

 

･3/11(土)米山奨学期間終了者歓送会および指導教

員への感謝の会 於ﾎﾃﾙｷｬｯｽﾙﾌﾟﾗｻﾞ 山田地区副

委員長 出席 

･3/12(日)尾張旭市ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ連盟 ﾛｰﾀﾘｰ旗争奪大会  

 於尾張旭市立西中学校校庭 山田会長、加藤青少

年奉仕委員長 出席 

･3/13(月)尾張旭市地域安全推進協議会 尾張旭市

まつり実行委員会 於尾張旭市役所 山田理事

役員 出席 

本日のプログラム  Today's Program 
     

点      鐘 
      

ロータリーソング 「 日も風も星も 」 

卓話担当者：古橋 裕志社会奉仕（環境保存）委員長 
  
卓 話 者：尾張旭市役所 市民生活部産業課  

産業課長補佐 周防 康尚様 

産業課技師   松原 靖知様 
 

演  題：「 わが町の溜め池について」 

 会長あいさつ 山田 直樹 

       
水と衛生月間 

                             

  
例 

 

会 

 

予 

 

定 

３月３１日（金） ４月９日（日） ４月１４日（金）   ４月２１日（金） 

卓話担当者:菊田 利昭君 
卓話者：   〃 
演題：「  雑話  」 

（4 月 7 日振替） 
 

花見茶会例会 
於「こふき邸」 
 

点鐘 15：30 

卓話担当者:谷口 伸夫君 
卓話者：   〃 
演題：「ﾛｰﾀﾘｰ入会 33 年 

を経過して」 
  

卓話担当者:山田会長 
卓話者：   〃 
演題：「第 5 回 

ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ」 
 

幹事報告 



･3/14(火)尾張旭市共同募金委員会第 3 回運営委員

会 於尾張旭市保健福祉ｾﾝﾀｰ 山田理事役員 

出席 

･3/14(火)尾張旭森林ﾏﾗｿﾝ第 3 回実行委員会 於尾

張旭市商工会館 山田会長 出席 

･3/16(木)第 2 回地区内広報･雑誌委員長会議  

於名鉄ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ 桜井広報･雑誌委員長 出席 

･ﾛｰﾀﾘｰ財団年次基金の寄付協力について 

 

〇本日、旭野高等学校校長先生がラグビー部選抜大

会出場の為の寄付のお願いにみえました。ラグビ

ー部の活躍をお祈りします。   山田 直樹君 

〇大変ご心配をおかけしましたが、無事に退院し、

3/14(火)の例会より復帰を致しました。今後共宜

しくお願い致します。  

瀬戸北 RC 会長 須崎 侑三君 

〇本日、卓話をいたします。よろしくお願いします。 

                      加藤 清久君 

〇加藤清久さんの卓話を楽しみにしています。 

  飯田 幸雄君、桜井 雅博君、髙島  昇君 

    箕輪 良孝君 

〇旭野高等学校、ラグビー部、全国大会へ おめで

とうございます。        加藤 清久君 

〇学年度末の仕事でバタバタです。こういう時こそ

体調を整えてっと、心しています。古橋エツ子君 

〇春うらら、仕事は、バタバタなので早退します。 

                 江尻  豪君 

〇本日、早退いたします。     森井 晴生君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「最近の世相で感じていること」 加藤 清久 

 

作家の半藤一利さんは、独特の歴史観をもっていま

す。 

日本の４０年ピッチ栄枯説です、日本が開国したの

が１８６５年、明治の一代目が辛酸努力して、日清、

日露と勝ち進んだ１９０５年、軍部が力を持ち国民

がうぬぼれのぼせて太平洋戦争に突入、ペシャンコ

になった１９４５年。その後、占領期間の６年を除

き、経済大国となった１９９０年、バブルが崩壊、

デフレ、リ－マンショック等、滅びが始まりどん底

の２０３０年を迎えます。今のうちに何とか歯止め

をかけたいと思い、私なりの対策を考えてみました

のでご紹介します。 

日本を第二の滅びから救うため一番大切なこと

は日米関係です。トランプ政権を誕生させた米国人

は、「我々が経済で苦しんでいるのに我々の庇護の

もとぬくぬくと経済成長している」、日本はずるい

と云う人が多くいます。 

「日本を米国の青年が命をかけて守っているのに

応分の負担をしていない」とも云っています。 

日本にとって日米安全保障条約は、国の成り立ちの

要です、ここは、一番、緊密な経済協力で強固な日

米関係を築くことが肝要です。軍事ではお世話にな

りますが、経済では最大限協力しています、「イイブ

ン」ですよと胸を張って云える間柄にしなければな

りません。 

次に、自国の防衛に力をいれなければなりません。 

近年、近隣諸国の脅威が増しています、早急に核抑

止力を整備しなければなりません。世界の常識と

して核は「昔、最大の攻撃力、現在、最大の抑止力」

です。日本の工業力からすれば、ほんの５～６年で

整備出来ると考えます。また、国づくりの基本は教

育です。幼稚園から大学まで授業料を無料化し、入

試制度を改革して入りやすく出にくくし、大いに

皆さんが勉強する環境を創ります。裏づける財源

として、無利子国債の発行、輸出企業の消費税還元、

企業の内部蓄積税、富裕税等を当てます。 

第二の滅びを救うため、企業、個人の富裕層にご協

力いただき、次の日本を築いていきたいと考えてい

ます。そして、ご協力いただいた企業、個人の皆様

に「国民が尊敬の眼でみる社会」を実現出来たらと

最高に幸せと思っている昨今です。 

日時：2017 年 3 月 12 日（日） 

場所：尾張旭市立西中学校校庭 

 

山田会長、加藤青少年奉仕委員長 開会式に出席。 

ニコボックス 

卓話 

尾張旭市ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ連盟 ﾛｰﾀﾘｰ旗争奪大会 


